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1987年より本格的に導入した免疫便潜血試験(逆受身血球凝集法: Reversed Passive Hemmagulutination:RPHA法)
は，感度・特異度ともに高く，集検への実用化が望まれている。
本研究は，外来症例を用い，化学法(グアヤック，シオノギB法)と免疫法 (RPHA法)の，感度・特異度および適
正な回数(日数)について ROC 分析するとともに， 7種の大腸集検の成績を比較することにより大腸集検の至適条件
を決定することを目的とする。
【方法および結果】




2) 過去4年間に免疫法2法 (RPHA 3回混和法+問診法， RPHA2回混和法+問診法)でそれぞれ15 ，488名， 20 ， 560名












大腸癌集検における一次スクリーニングとしての免疫便潜血検査 (RPHA 法)の至適条件を検討した。外来症例 1
90ØlJにつき大腸癌に対する感度・特異度の ROC 分析を行った結果，化学法に比し免疫法が優れており，ことに2回法
が最適であることが判った。一方，過去4年間に36 ，048名に免疫法で行った2方法 (3回免疫混和法， 2回免疫混和法)
の集検結果を，過去の化学法と比較検討した。化学法の集検に比して，免疫法は，要精検率，大腸癌発見率，陽性反
応適中度，費用のいずれの点でも優れていた。









これらの知見は，現時点で免疫便潜血検査 (RPHA) 2日法が効果・コンブライアンスに優れ その効果が期待で
き，国家的規模の大腸集検に適していることを示唆したものであり，博士(医学)の学位を授与するに値する。
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